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本研究は，高齢者の牛乳の飲用習慣と血清脂質の関係を明らかにすることを目的

としたものである。すでに昨年，沖縄県大宜味村を対象にした分析を試みており，

牛乳を毎日飲用している者はそうでない者に比して血清コレステローノレが有意に高

かったことを報告している。今回の報告は，生活習慣を異にする秋田県南外村を対

象に牛乳の飲用習慣と血清脂質の関係を分析したものであり，昨年報告した成績を

追試することを目的とした。

対象と方法

調査は秩田県南外村に在住する65歳以上を対象に昭和63年7月に実施された。本

研究で検討を加える対象は老人健康調査を受診した男290名，女430名，合計720名

である。なお，調査の実施率は95.7%であった。

牛乳ならびに各食品(群)の摂取状況の把握は，摂取頻度調査を採用した。各食

品の摂取頻度は，ごはん・つけもの・みそ汁が「毎食J，11日に2回J，11日に l

回J，1日によって食べないときがある」の4カテゴリー，パン・めん類・魚介類・

肉類・卵・大豆製品・緑黄色野菜・海藻・いも類・果物・油脂類・牛乳は「ほとん

ど毎日J， 12日に l回J，11週間に1・2回J，1ほとんど食べないJの4カテゴ

リーにそれぞれ分類された。血清脂質は総コレステローノレ CTCと略)， HDL-コレ

ステロール CHDL-CHと略〉を取り上げ，その測定はABBOTT-200を用い酵素法

で行った。

牛乳の飲用習慣と血清脂質の分析は，従属変数に血清脂質，独立変数に性・年齢

・牛乳の摂取状況・日常生活動作能力〈移動能力)，共変量には，体格指数(体重/〆
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身長つを用いた分散共分散分析により行った。なお，昨年の沖縄の成績では，牛乳

の飲用習慣がある者は，副食の摂取習慣が強いことを認めているため，今回も牛乳

の飲用習慣と食品摂取パタンの分析を試みた。食品摂取パタンは，牛乳を除04食

品(群〉の摂取頻度調査の結果を基に因子分析を行って明らかにした。

牛乳と食品摂取パタンの関係は，尉子分析によって抽出された各因子の因子得点、

を従属変数，性・年齢・牛乳の摂取状況・日常生活動作能力(移動能力〉を独立変

数とした分散分析によって明らかにした。なお，これらの分散分析は交互作用を無

視した方法を採用し，取り上げた独立変数の主効果の大きさと向きを多重分類分析

で確認した。

また，調査に用いられた日常生活動作能力は，移動能力を中心とした6つの選択

肢によるもの(1ほとんと‘寝たきり」・「寝たりおきたり」・「おきてはいるが，あ

まり動かなし、J • I少しは動くJ. I隣近所には一人で出かけるJ • Iパス・電車

を使って外出するJ)である。なお，血清脂質，食品摂取パタンの解析に用いた日常

生活動作能力の分類は「ほとんど寝たきり」 ・「寝たりおきたり」を『ねたきり~， 

「おきてはいるが，あまり動かない」 ・「少しは動くJ・「隣近所には一人で出か

ける」を『あまり動かなし、~， Iパス・電車を使って外出する」を『よく動く』の3

カテゴリーとしTこ。

結果

対象とした高齢者の牛乳飲用習慣の分布は表lに示す通りであった。食品摂取パ

タンは食品摂取頻度調査結果を基に因子分析により明らかにした。因子の抽出は共

通性の推定値を1.0とした主因子法，因子軸の回転を基準化パリマックス法により

行った。因子数は2因子よりはじめて 6因子に至るまで試行したが，最適解を得た

のは因子数を3としたときであった。

抽出された3因子のパリマックス回転後の因子負荷量は表2に示したが，第l因

子は「副食の植物性食品の摂取パタンム第2因子は「主食の摂取パタンJ，第3因

子は「肉類・油脂類の摂取パタンJとそれぞれ解釈された。第3因子までの累積因

子寄与率は38.2%であった。

-78 



牛乳の飲用習慣と食品摂取パタンの関係は，各因子の因子得点を従属変数，性・

年齢・牛乳の摂取状況・日常生活動作能力(移動能力)を独立変数とした分散分析

を試行した。その結果，牛乳の摂取状況と有意な関係を認めた食品摂取パタンは

「副食の植物性食品の摂取パタンJを意味する第 1因子得点と「肉類・油脂類の摂

取パタン」を意味する第3因子得点であった。これら 2つの食品摂取パタンと牛乳

の摂取状況の関係は多重分類分析によって確認した〔表3，表4)。

「副食の植物性食品の摂取パタン」との関係は(表3)，牛乳を「ほとんど飲まな

L 、J者に負の偏り， 11週間に 1. 2回J，12日に l回J.1ほとんど毎日」の者には

それぞれ正の偏りを認めた。「肉類・油脂類の摂取パタン」との関係は〔表的，牛

乳を「ほとんど飲まない」と 11週間に 1. 2回」の者に負の偏り， 12日に 1回」

と「ほとんど毎日Jの者には正の偏りを認めた。

血清脂質と牛乳飲用習慣の関係は分散共分散分析を用いて行ったが，牛乳飲用習

慣と食品摂取パタンに有意な関係が認められたため，共変量には，体格指数の他に

食品摂取パタンを意味する各因子の因子得点、も加味した。

総コレステロールの分析の結果，総コレステローノレと有意な関係を認めた変数

は，性と牛乳の摂取状況であった。表5はこの関係の多重分類分析の結果を示した

ものであるが，牛乳の摂取状況では， 1ほとんど飲まない」者は負の偏り， 11週間

に1・2回J.12日に 1回J.1ほとんど毎日」の者は正の偏りをそれぞれ示し， 11ま

とんど毎日j飲用している者は最も大きな正の偏りを認めた。なお，牛乳を「ほと

んど毎日j欽用している者は「ほとんど飲まないJ者に比し総コレステロールの平

均値が1O.lOmg/dl高い結果であった。なお， HDL-CHと牛乳の飲用習慣の聞には，

有意な関係は認めなれなかった。

考察

今回の成績は，昨年報告した沖縄県の調査成績の追試を目的に，生活習慣の異な

る秋田県南外村を対象にしたものである。その結果， TCと牛乳の飲用習慣の聞に

は，沖縄県大宜味村の成績と同様に，牛乳を毎日飲用している者はそうでない者に

比し TCが有意に高く，昨年の成績が追認された。
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また，今回の分析には，牛乳を除く他の食品の摂取習慣(食品摂取パタン)並び

に体格指数も考慮した方法を用いており，牛乳が TCに独立に作用していることも

確認された。これは，牛乳の摂取量の多寡により TCが左右されることを意味する

ものであり，牛乳は高齢者の血清脂質に影響を及ぼす重要な食餌因子になりうるこ

とを示唆する成績と考える。
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秋田県南外村の性・年齢別の牛乳飲用習慣の分布表 1

計ノミ
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表 2 食品摂取頻度の因子分析

(/~ リマ・ソクス回転後の因子負荷量)

共透性
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表3 第 1因子得点(置IJ食の植物性食品「正」の摂取パタン)と

性・年齢・牛乳の摂取状況・日常生活動作能力の多重分類分析

(総平均:0) 

素効果 叩
調査後

月効果

性 男 0.11 0.01 -0.01 0.01 
女 0.01 0.01 

年齢 65-69 0.02 0.04 -0.02 0.03 
70-74 -0.01 -0.02 
75-79 0.05 0.06 
80-84 0.09 0.01 
85+ -0.12 0.05 

牛乳の ほとんど飲まない -0.19 0.18 -0.19 0.17本本
摂取状況 l週間に l・2回 0.06 0.06 

2日に l回 0.11 0.10 
ほとんど毎日 0.15 0.15 

移動能力 ねたきり -0.32 0.09 -0.33 0.10 
あまり動かない -0.08 -0.08 
よく動く 0.04 0.05 

重相相関係数 0.184* 

* p <0.05 **<0.01 
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表4 第2因子得点(直IJ食の植物性食品 f.iEJの摂取パタン)と
性・年齢・牛乳の摂取状況・日常生活動作能力の多重分類分析

(総平均:0) 

素効果 可
調査後

F 効果

性 男 0.16 0.13 0.12 0.10料
女 -0.11 -0.08 

年齢 65-69 0.19 0.19 0.13 0.11紳
70-74 -0.07 -0.10 
75-79 -0.10 0.06 
80-84 -0.25 -0.09 
85+ -0.55 0.23 

牛乳の ほとんど飲まない 0.16 0.14 -0.14 0.12本
摂取状況 l週間に1・2回 0.10 0.07 

2臼に l回 0.23 0.19 
ほとんど毎日 0.09 0.08 

移動能力 ねたきり -0.65 0.23 0.55 0.18帥
あまり動かない -0.30 -0.22 
よく動く 0.13 0.10 

重相相関係数 0.302料

*p<0.05 **<0.01 
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表5 総コレステロールと性・年齢・牛乳の摂取状況・

日常生活動作能力(移動能力)の多量分類分析

(総平均:0) 

素効果 η 
調査後

月効果

性 男 16.20 0.35 15.16 0.33*端
女 10.58 9.90 

年齢 65-69 2.84 0.19 1.64 0.14キ
70ー74 2.86 5.92 
75-79 -3.78 -4.94 
80-84 5.96 6.05 
85+ 16.86 16.07 

牛乳の ほとんど飲まない 3.73 0.13 -4.85 0.14帥
摂取状況 1週間に 1・2回 -7..68 -5.67 

2日に l回 3..27 4.22 
ほとんど毎日 4.86 5.25 

移動能力 ねたきり 7.49 0.05 8.53 0.06 
あまり動かない 0.88 2.32 
よく動く -0.72 1.14 

重相相関係数 0.450柿

* p <0.05 **く0.01
注〕共変量として因子分析により求め3因子の各国子得点〔食品摂取パタン〕と

体格指数(体重/身長')を用いた。
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